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本日のアイテム

• 自己紹介（なぜ、片桐は安全をしているか）

• 大学・研究所の安全の特徴

• 改正労働安全衛生法の

化学物質リスクアセスメント

• リスクアセスメント物質の検索法の提案

• 対象物質について

• 2020年水俣条約に向けて

リスクアセスメントとは？

• リスクアセスメントは改正労働安全衛生法2014
で「化学物質」にも適用されるようになった。

• しかし、化学分野ではまだ手法としては確立し
ていない。

• もともとは機械、システム分野で発達展開して
きた。（１００年以上の歴史，蓄積）

• 医療・看護のリスクアセスメント(リスクマネジメ
ント）も大きな蓄積をもつ。

• 機械のリスクアセスメントの技法から学ぶ

安全工学の基礎：事故の３要素

• 設備

欠陥、故障のある設備は論外

• 人間

人間は必ずミスをする（ヒューマンエラー）

• 環境

事故が起きやすい環境

安全工学の基礎：事故の３要素

• 設備

ヒューマンエラーを補う設備が求められる

• 人間

人間は必ずミスをする（ヒューマンエラー）

• 環境

事故が起きやすい環境

機械のリスクアセスメント （RA）
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機械のリスクアセスメント （RA）
改善のPDCAサイクルと同じ

機械のリスクアセスメント （RA）

• 機械の制限の決定
– 機械の使用条件，使用目的の明確化

• 設置場所、装置の寿命

– 予見可能な誤動作の明確化
• ヒトのやりそうなことを予見する

• 危険源の同定
– リスク発生の源を特定する

• 尖った刃、むき出しの電極、巻き込まれるベルト、高温体

– 存在する顕在的、潜在的な危険の洗い出し

汎用機器
実験機器は
対策が難しい

リスクアセスメント （RA）

• 機械の制限の決定
– 機械の使用条件，使用目的の明確化

• 設置場所、装置の寿命

– 予見可能な誤動作の明確化
• ヒトのやりそうなことを予見する

• 危険源の同定 高度な推理能力が必要
– リスク発生の源を特定する

• 尖った刃、むき出しの電極、巻き込まれるベルト、高温体

– 存在する顕在的、潜在的な危険の洗い出し

名探偵コナンや金田一少年のような
顕在化した危険＝事件の解決、ではなく、
事件の予防をするのだから、さらに高度な
推理能力と実行力が求められる。

リスクアセスメント （RA）

• リスクの見積もり

–危険頻度と被害の大きさ

–全ての危険についてリスクの大きさを見積もる

• リスク評価 判定、判断

–そのリスクは許容されるかされないか（大きさ）

–どのリスクから対策するか（緊急度）

• リスクの低減対策の実施（これが必須）

機械類の制限 考慮すべき項目

• 使用上の制限
– 機械の設計の指針．正しい使用法の規定

– →合理的に予見可能な誤使用の明確化

• 時間上の制限
– 寿命、装置と部品消耗品→点検頻度、交換頻度

• 空間、物理上の制限 場所、温度、振動、他
– 設置に関する制限

• 使用者の制限
– 工場用？、オフィス用？、家庭用？

– 熟練者？、見習い？

考慮すべき機械の危険源の種類
• 機械的（力学的）危険源

• 電気的危険源

• 熱的危険源

• 騒音による危険源

• 振動による危険源

• 放射による危険源

• 材料、物質の危険源

• 人間工学の無視による危険源

• 滑り、つまづき、墜落の危険源

• 天候自然災害の危険源
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考慮すべき化学物質の危険源の種類

• 危険性 保管場所、環境

–爆発危険 火薬

–火災危険 可燃物などの危険物

• 人体有害性 作業環境、保護具

–毒性

–薬傷 強酸、強アルカリ

–アレルギー アクロレイン

• 環境有害性 漏洩、保管、使用法

–生態系の汚染 PCB、ダイオキシン

–環境への悪影響 フロン、二酸化炭素

リスクアセスメント （RA）

• リスクの見積もり
– 危険頻度と被害の大きさ

– 全ての危険についてリスクの大きさを見積もる

• リスク評価 判定、判断
– そのリスクは許容されるかされないか（大きさ）

– どのリスクから対策するか（緊急度）

• リスクの低減対策

全てのリスクに対策をとれない。
重大であり緊急度の高いものから対策する。

リスクアセスメント （RA）

• リスクの見積もり
– 危険頻度と被害の大きさ

– 全ての危険についてリスクの大きさを見積もる

• リスク評価 判定、判断
– そのリスクは許容されるかされないか（大きさ）

– どのリスクから対策するか（緊急度）

• リスクの低減対策

リスクの大きさ＝発生頻度×被害の大きさ

定量化の難しさ

リスクのランク付け例

• 被害の大きさひどさ

– ランク１：無視可能 かすり傷

– ランク２：回復可能 治癒可能

– ランク３：重傷 後遺症

– ランク４：破局的 死亡

定量化の難しさ

リスクのランク付け例

• 発生頻度

– ランク１：信じられない 1/1000年

– ランク２：ほとんどありえない 1/100年

– ランク３：ありえる 1/10年

– ランク４：時々発生 1/1年

– ランク５：よくある 1/1月

定量化の難しさ

リスクのランク付け例

• リスクの大きさ

–頻度のクラス×ひどさのクラス

–加算法

–マトリクス法

定量化の難しさ
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リスクのランク付け例

• リスクの大きさ

• 頻度のクラス×ひどさのクラス
– ランク１：1~4

• 無視可能 対策不要

– ランク２：5~9
• 許容可能 しかたがない

– ランク３：10~14
• 望ましくない 対策なしでは使用停止

– ランク４：15以上
• 許容できない 到底許されない

定量化の難しさ

リスクのランク付け例

ひどさ 1 2 3 4

頻度 1 1 1 1 1

2 1 1 2 2

3 1 2 2 3

4 2 2 3 4

5 2 3 4 4

リスクマトリクス法

定量化の難しさ

機械のリスクの低減対策の主体
• 機械の製造メーカー側

–本質的安全設計によるリスクの低減

–安全防護策，安全装置によるリスクの低減

–使用上の情報提供によるリスクの低減 MSDS

• 利用者側 今回化学物質のRAに新たに求められているもの

–訓練によるリスクの低減

–個人防護によるリスクの低減

–管理によるリスクの低減

• リスクアセスメントの文章化と共有化
–どうしたらみんなでHappyになれるか？。

機械のリスクアセスメント （RA）

化学物質のリスクアセスメントは
どのように行えばよいのか？。

何が求められているか

ステップ１と２は必須

ステップ３は
作業環境測定

ステップ４は
産業医の判定

が必要

まずは
ステップ１，２まで？

どのように使うか

どんな危険があるか

実際の暴露量は？

リスクの判定
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何が求められているか

ステップ１と２は必須

ステップ３は
作業環境測定

ステップ４は
産業医の判定

が必要

まずは
ステップ１，２まで？

どのように使うか

どんな危険があるか

実際の暴露量は？

リスクの判定

さらに使用者は
「安全対策」まで責任を持つ
判定を待たずに対策できる

リスクアセスメントの必要な物質

• 大学・研究所での化学物質は少量多品種使用

–保持しているけど使っていないモノは実害なし

– １年に１回使うか使わないかのモノもまあ実害なし

–有害なモノでも量の少ないモノは実害無しだろう

– しっかりと対策すべきは、頻繁に大量に使うもの

＝溶媒、溶剤

–化学実験以外でも、ルーチンで使用するもの

＝機械油、ハンダ、etc

• そのようなモノからリスクアセスメントを行おう


